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はじめに 

 本稿の目的は，小学校の総合的な学習の時間にお

ける民謡学習のモデル実践案を構築することである。 

 小学校において総合的な学習の時間と教科の音楽

と関連を図った先行研究として，山崎（2011）1，萩

野（2004）2，桂（2003）3，竹内（2003）4，寺田（2002）
5，滝沢（2000）6，西園（2000）7，佐野（1999）8，

兵庫教育大学（1999）9，加藤（1997，2005，2006）
10が挙げられる。また，『教育音楽 小学版』の別冊

として『音楽科がかかわる総合的な学習実践事例』

（1999）11や『音楽科がかかわる総合的な学習１地

域から学ぶ』12『２表現をする』13『３世界から学ぶ』
14（2000）も発行された。その他筆者も修士論文「総

合的な学習の時間と教科としての音楽の研究：学芸

会での音楽劇の実践を生かして」（2002）を執筆した
15。発行年に着目すると，山崎を除き，2000 年頃に

集中している。総合的な学習の時間は，1998（平成

10）年の学習指導要領の改訂において創設された。

小学校において創設当初は 105 時数と週３時間程度

確保されたものの，学力重視の動向を受け，2008（平

成 20）年の改訂では，70 時数に削減され，実践研究

も停滞の傾向にある。 

 2017（平成 29）年の学習指導要領の改訂では，「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

が推進される。この教育方法は，これまでに総合的

な学習の時間でも重視されてきた。今回の改訂では，

各教科でも求められている。とはいうものの，音楽

の授業時数は，第１学年：68 時数，第２学年：70

時数，中学年：60 時数，高学年：50 時数と限られて

おり，子ども自らによる調べ学習等を展開すること

が厳しい状況である。そこで総合的な学習の時間と

の関連を図った学習を提案する。 

ところで加藤は「総合的な学習の時間が始まった

ことにより，地域学習の一環として，地域の音楽や

芸能への取り組みを位置づけた実践が数多くの学校

でみられるようになった」と指摘する16。新学習指

導要領においても「総合的な学習の時間」の探究課

題として「地域の人々の暮らし，伝統と文化など地

域や学校の特色に応じた課題」が示されている17。

野田は「小学校段階において「自己の生き方を考え

る」には，地域の人々と関わる中で，地域で活躍す

る人々に憧れを感じ，自分たちの住む町に誇りと愛

着を感じることが必要だと思う。そのためには，教

師は地域教材の研究が不可欠である」と主張する18。    

そこで本稿では民謡，中でも日本の民謡に焦点を

当て，モデル実践案を構築する。 

 

Ⅰ.総合的な学習の時間における民謡学習 

 総合的な学習の時間では，「探究的な学習」と呼ば

れる，「物事の本質を探って見極めようとする一連の

知的営み」が展開される19。図１に示された通り，

子どもは「①日常生活や社会に目を向けた時に湧き 
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上がってくる疑問や関心に基づいて，自ら課題を見

付け，②そこにある具体的な問題について情報を収 

集し，③その情報を整理・分析したり，知識や技能

に結び付けたり，考えを出し合ったりしながら問題

の解決に取り組み，④明らかになった考えや意見な

どをまとめ・表現し，そこからまた新たな課題を見

付け，更なる問題の解決を始めるといった学習活動

を発展的に繰り返していく」のである20。 

 ここで新学習指導要領において重視されている

「主体的・対話的で深い学び」との関係について整

理しておきたい。 

 「主体的な学び」とは，「学習に積極的に取り組ま

せるだけではなく，学習後に自らの学びの成果や過

程を振り返ることを通して，次の学びに主体的に取

り組む態度を育む学び」と定義され，「課題設定と振

り返り」が大切とする21。 

 「対話的な学び」とは，「他者との協働や外界との

相互作用を通じて，自らの考えを広げ深める学び」

とされる。「対話的な学び」には，「一人でじっくり

と自己の中で対話をすること，先人の考えなどと文

献で対話すること，離れた場所を ICT 機器などでつ

ないで対話することなど」も含まれる22。 

 「深い学び」については，「探究的な学習の過程を

一層重視し，これまで以上に学習過程の質的向上を

目指すことが求められ」ている23。 

 田村は「主体的・対話的で深い学び」の実現のた

めには，以下の５つの教師力が必要と言及する24。 

 

 ①子どもの姿や発言を丁寧に見る，聞く（とらえ

る） 

 ②子どもの思いや考えを理解する（解釈する） 

 ③本時のねらいとの関係を考える（照合する） 

 ④どのように振る舞うかを決める（判断する） 

 ⑤分かりやすく板書したり，端的に発問したりす

る（振る舞う） 

図１ 探究的な学習における児童の学習の姿 

出典 『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』2018 年，p.9。 

 

他教科との関連については，「各学校において定め

る目標及び内容については，他教科の目標及び内容

との違いに留意しつつ，他教科等で育成を目指す資

質・能力との関連を重視すること」とされる25。総

合的な学習の時間の構造イメージは，図２のように

示される。「他教科等で身に付けた資質・能力」も図

示され，探究課題として「地域や学校の特色に応じ

た課題」（地域の人々の暮らし，伝統と文化など）も

掲げられている。 
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出典 『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』2018 年，p.18。 

 

伊野は「郷土の民謡の学習では，独特の節回しを

歌ったり，地域性をもった歌詞のおもしろさを味わ

うことができ」ると評価する26。小学校の総合的な

学習の時間における民謡学習は，表１に示した通り，

教科である音楽と関連を図って指導計画を設定する。 
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表１ 総合的な学習の時間と音楽を関連付けた指導計画 

 第４学年 第５学年 第６学年 

総 合 的 な

学 習 の 時

間 

郷土の民謡を探ろう 日本の民謡を探ろう アジアの民謡を探ろう 

音楽 日本の音楽に親しもう 

・音楽のとくちょうを感じ取り

ながら，日本の民謡をききと

りましょう。 

・日本の音楽のふんいきを感じ

取ってえんそうしましょう。 

・郷土の民謡 

日本と世界の音楽に親しもう 

・和楽器のひびきと旋律の美し

さを味わいながらききまし

ょう。 

・《子もり歌》 

・日本の音階を使って旋律をつ

くりましょう。 

・声による世界のいろいろな国

の音楽に親しみましょう。 

日本と世界の音楽に親しもう 

・《越天楽今様》 

・楽器による世界のいろいろな

国の音楽に親しみましょう。 

 本稿では紙幅の関係上，第５学年の「日本の民謡

を探ろう」を対象とする。第４学年の音楽において，

「日本の音楽に親しもう」という題材名で，八木節

様式である《ソーラン節》と追分様式である《南部

牛追い歌》の比較鑑賞を行ったり27，《こきりこ》や

郷土の民謡である《貝がら節》を歌ったりして，日

本の民謡について既習した。その際の学習プランに

ついては，『地域学論集』第 14 巻第１号において発

表した28。 

 総合的な学習の時間の単元計画は，田村が用いる

「①つかむ→②追究する→③広げる」に基づき，３

段階で計画する29。 

 第５学年の「日本の民謡を探ろう」の①つかむで

は，第４学年で学習した音楽デジタル教科書を用い，

郷土の民謡に対する意欲の高揚を図りたい。 

図３ 音楽デジタル教科書における「郷土の民謡」

出典 『小学生の音楽４』教育芸術社。

 図３の通り，ここでは「WEBジャンプ」というデ
ジタルコンテンツがクリックでき，教育芸術社の

WEBサイトにリンクしている。この WEBサイトで
は，文章により小学生向きに民謡の解説がなされて

いるものの，音声や動画は掲載されていない。音楽

デジタル教科書のこのページにおいても，音声や動

画は掲載されていない。音楽デジタル教科書には「教

材作成」の機能があり，ファイルや WEB へ「リン
ク」することにより，音声や動画を加えることがで

きる。意欲の高揚を図るためには，音声や動画を加

え，少なくとも《ソーラン節》と《南部牛追い歌》

については紹介し，八木節様式と追分様式の特徴を

振り返りたい。なお，その際には，地元の唄い手の

音源を用い，正統性にも配慮したい。

子どもたちは「４年生のときに日本の民謡につい

て学んだな」と想起しながら，「他の民謡にも同じよ

うな特徴がみられるのかな」という問いを抱き，「も

っと日本の民謡について知りたいな」という意欲へ

とつなげ，課題の設定としたい。

 

II．教科書における日本の民謡 

 次にどこの地域の民謡を扱うかということである。

表２は，2018（平成 30）年度使用されている小学校，

中学校の全２社の音楽教科書における日本の民謡の

掲載状況を一覧にしたものである。小中一貫を図っ

た民謡の学習を構築するために小学校だけではなく，

中学校の教材も一覧にした。なお，かつての共通教

材（中学校）に下線を付けた。戦前と戦後の教材の
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連続性を明らかにするために，1933（昭和８）年，

広島高等師範学校附属小学校音楽研究部編『日本童

謡民謡曲集』に掲載されていた民謡については，点

線を付けた。また，町田嘉章・浅野建二編『日本民

謡集』（1960）30に掲載されていない民謡については，

斜体で表記した。斜体となったのは 69 曲中 12 曲

（17.4%）と少なく，大部分が代表的な民謡の掲載と

なっていることが分かる。 

 

表２ 教科書における日本の民謡 

都道府

県 

曲名 小 中 

教

芸 

教

育 

教

芸 

教

育 

北海道 

 

ソーラン節 

江差追分 

○ 

△ 

◎ 

△ 

◎ 

△ 

◎ 

△ 

青森 

岩手 

 

宮城 

秋田 

 

山形 

福島 

津軽じょんがら節 

南部牛追い歌 

南部木挽き歌 

斎太郎節 

秋田おばこ 

子守歌 

花笠音頭 

会津磐梯山 

△ 

○ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

○ 

△ 

○ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

◎ 

 

△ 

茨城 

栃木・

群馬 

栃木 

群馬 

埼玉 

千葉 

東京 

神奈川 

山梨 

磯節 

八木節 

 

日光和楽踊り 

草津節 

秩父音頭 

大漁節 

江戸の鳶木遣 

箱根馬子歌 

縁故節 

馬八節 

△ 

△ 

 

 

 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

 

 

△ 

△ 

 

△ 

 

△ 

△ 

 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

○ 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

 

 

△ 

新潟 

 

富山 

石川 

 

福井 

長野 

佐渡おけさ 

酒づくり歌 

こきりこ 

山中節 

長持歌 

三国節 

小諸馬子歌 

木曽節 

△ 

 

◎ 

 

 

△ 

△ 

△ 

 

◎ 

△ 

 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

◎ 

 

△ 

 

△ 

岐阜 

静岡 

愛知 

 

郡上節 

ちゃっきり節 

岡崎五万石 

岡崎地方の子もり歌 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

○ 

△ 

△ 

 

△ 

三重 

滋賀 

 

京都 

大阪 

 

奈良 

兵庫 

和歌山 

伊勢音頭 

江州音頭 

淡海節 

福知山音頭 

河内音頭 

三十石船舟歌 

吉野川筏歌 

デカンショ節 

串本節 

△ 

△ 

 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

 

鳥取 

島根 

岡山 

 

広島 

 

山口 

貝がら節 

安来節 

中国地方の子もり歌 

下津井節 

田植歌 

音戸の舟歌 

男なら 

よいしょこしょ節 

△ 

△ 

 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

 

○ 

 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

 

 

△ 

徳島 

 

香川 

愛媛 

 

高知 

阿波よしこの 

祖谷の粉ひき歌 

金比羅船々 

伊予節 

宇和島さんさ 

よさこい節 

△ 

 

△ 

 

 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

 

△ 

 

△ 

○ 

 

△ 

△ 

 

 

△ 

△ 

 

△ 

福岡 

佐賀 

 

長崎 

 

熊本 

大分 

宮崎 

 

鹿児島 

黒田節 

千越大漁祝い歌 

岳の新太郎さん 

のんのこ節 

長崎ぶらぶら節 

五木の子守歌 

鶴崎踊 

刈り干し切り歌 

ひえつき節 

鹿児島おはら節 

朝花節 

△ 

 

 

 

 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

 

△ 

 

 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

 

△ 

 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

△ 

沖縄 谷茶前 

てぃんさぐぬ花 

月ぬ美しゃ 

△ △ 

△ 

○ ◎ 

 

△ 

凡例 教芸：教育芸術社，教育：教育出版。 

   ◎：表現教材，○：鑑賞教材，△：参考教材。 

   下線：かつての共通教材。 

点線：『日本童謡民謡曲集』に掲載。 

斜体：『日本民謡集』不掲載。 

 

北海道，東北，関東，北陸，東海，近畿，中国，

四国，九州，沖縄の 10 区分とした。各地域の特徴を

理解するためにも，子どもたちのグループ編成は 10

班，用意したい。 
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取り上げる民謡については，子どもが自主的に収

集した曲を尊重しながらも，教師としては主要な民

謡について熟知していれば，子どもへの的確な助言

へとつながる。 

 

Ⅲ．単元計画 

 では実際にモデル実践案を構築していきたい。 

 新学習指導要領では，「生きる力」をより具体化し，

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を，

ア「何を理解しているか，何ができるか（生きて働

く「知識・技能」の習得），イ「理解していること・

できることをどう使うか（未知の状況にも対応でき

る「思考力・判断力・表現力等」の育成），ウ「どの

ように社会・世界と関わり・よりよい人生を送るか

（学びに向かう力・人間性等）の涵養）の三つの柱

に整理された。表３に示した通り，2017（平成 29）

年告示の小学校学習指導要領では，目標が三つの柱

で整理されている。 

 

表３ 総合的な学習の時間の目標の比較 

2008 

平成 20 年 

 横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や探究活動を主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生

き方を考えることができるようにする。 

2017 

平成 29 年 

 

 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を

解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

(1)探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概

念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

(2)実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，

まとめ・表現することができるようにする。 

(3)探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社

会に参画しようとする態度を養う。 

 

上記を受け，単元目標を以下の通り，三つの柱で

設定した。特に①の「知識・技能」の習得では，教

科である音楽の学びを生かした目標にした。ただし，

音楽で求められる歌う技能の能力については，総合

的な学習の時間では重視しない。②の「思考力・判

断力・表現力等」の育成に関しても，実際に日本の

民謡を歌って表現するという方法もありうるものの，

上手に歌えたか否かといった歌う技能の能力を評価

の対象とはしない。むしろ，主体的・協働的，積極

的といった③の「学びに向かう力・人間性等」の涵

養の側面を大切にしたい。 

 

１ 単元名 日本の民謡を探ろう 

２ 単元目標 

①音楽で習得した日本の民謡の知識及び技能を基に，総合的な学習の時間の探究的な学習の過程において相

互に関連付けられるようにする。 

②日本の民謡についての情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

③日本の民謡の学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に音楽文化

に参画しようとする態度を養う。 

 

 以下の点に留意して実践を進める。第一に毎時間，

ポートフォリオに記録をする。具体的には，毎時間

の学習課題，活動の内容，今後の課題，感想，自己

評価等を記入し，収集した資料等も綴じ込んでおく。

第二に資料収集の際には WEB だけではなく，文献，

聞き取り調査等豊富な資料に基づき，多角度から客

観的に行う。引用する際には，著者名，発行年を必

ず記載するように指導する。第三に有田，深谷らも

推奨していた通り31，分からない言葉や読めない漢

字等を国語辞典，漢和辞典等で調べる習慣を徹底す
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取り上げる民謡については，子どもが自主的に収

集した曲を尊重しながらも，教師としては主要な民

謡について熟知していれば，子どもへの的確な助言

へとつながる。 

 

Ⅲ．単元計画 

 では実際にモデル実践案を構築していきたい。 

 新学習指導要領では，「生きる力」をより具体化し，

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を，

ア「何を理解しているか，何ができるか（生きて働

く「知識・技能」の習得），イ「理解していること・

できることをどう使うか（未知の状況にも対応でき

る「思考力・判断力・表現力等」の育成），ウ「どの

ように社会・世界と関わり・よりよい人生を送るか

（学びに向かう力・人間性等）の涵養）の三つの柱

に整理された。表３に示した通り，2017（平成 29）

年告示の小学校学習指導要領では，目標が三つの柱

で整理されている。 

 

表３ 総合的な学習の時間の目標の比較 

2008 

平成 20 年 

 横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主

体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに，学び方やものの考え方

を身に付け，問題の解決や探究活動を主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生

き方を考えることができるようにする。 

2017 

平成 29 年 

 

 探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を

解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

(1)探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概

念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

(2)実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，

まとめ・表現することができるようにする。 

(3)探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社

会に参画しようとする態度を養う。 

 

上記を受け，単元目標を以下の通り，三つの柱で

設定した。特に①の「知識・技能」の習得では，教

科である音楽の学びを生かした目標にした。ただし，

音楽で求められる歌う技能の能力については，総合

的な学習の時間では重視しない。②の「思考力・判

断力・表現力等」の育成に関しても，実際に日本の

民謡を歌って表現するという方法もありうるものの，

上手に歌えたか否かといった歌う技能の能力を評価

の対象とはしない。むしろ，主体的・協働的，積極

的といった③の「学びに向かう力・人間性等」の涵

養の側面を大切にしたい。 

 

１ 単元名 日本の民謡を探ろう 

２ 単元目標 

①音楽で習得した日本の民謡の知識及び技能を基に，総合的な学習の時間の探究的な学習の過程において相

互に関連付けられるようにする。 

②日本の民謡についての情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

③日本の民謡の学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に音楽文化

に参画しようとする態度を養う。 

 

 以下の点に留意して実践を進める。第一に毎時間，

ポートフォリオに記録をする。具体的には，毎時間

の学習課題，活動の内容，今後の課題，感想，自己

評価等を記入し，収集した資料等も綴じ込んでおく。

第二に資料収集の際には WEB だけではなく，文献，

聞き取り調査等豊富な資料に基づき，多角度から客

観的に行う。引用する際には，著者名，発行年を必

ず記載するように指導する。第三に有田，深谷らも

推奨していた通り31，分からない言葉や読めない漢

字等を国語辞典，漢和辞典等で調べる習慣を徹底す
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る。このことにより基礎学力も向上する。第四にグ

ループ学習を取り入れ，対話的な学びを保証する。 

単元計画は表４の通りである。 

柳田国男は日本の民謡を「①田歌，②庭歌，③山

歌，④海歌，⑤業歌，⑥道歌，⑦祝歌，⑧祭歌，⑨

遊歌，⑩童歌」に区分した32。小泉文夫は「①労働，

②宗教，③娯楽」に区分した33。教育芸術社の中学

校の教科書では「①仕事歌，②盆踊歌，③座敷歌，

④子守歌，その他」に分類する34。一方，教育出版

の中学校の教科書では「①祭りの音楽・芸能，②仕

事歌，③祝い歌，④踊り歌，⑤子守歌，⑥楽しみの

ための歌」に分類し35，分類が異なる。小学校の教

科書では分類されていないが，教育出版では発展学

習として，「それぞれの歌がどんなときに歌われるか，

図書館やインターネットなどで調べてみるとおもい

ろいよ」と投げ掛け，例として「仕事，お祝い，子

もりなど」が挙げられる36。このように日本の民謡

の分類は一貫しておらず，また，複数の分類にまた

がることも多々ある。本実践においては歌詞の特徴

の分析の際に，どのようなときに歌われた民謡であ

ったかについては着目していきたい。 

「２追及する」では，子どもの学習意欲を喚起す

るために，「日本の民謡を探る旅」の旅行計画を立て

るという流れで展開する。交通手段，宿泊先，食事

先についても具体的に調べる。旅の条件としては，

日本の民謡に触れる機会を設定することとする。民

謡の資料館があれば立ち寄り，そのような施設がな

い場合については，現地の唄い手と交流する場を設

ける。観光やスポーツ等の体験も盛り込んでもよい。

調べる際には，WEB だけには頼らず，ガイドブック

や時刻表等の文献も用い，知らない語句に遭遇した

ら，辞典で確認する習慣を慣行する。そしてその計

画については，パンフレットとしてまとめる。パン

フレット作成の際には，配色，レイアウトにも配慮

し，旅に出かけたくなるように工夫を重ねる。 

「３広げる」では，保護者も参加する授業参観に

おいて，発表会を開き，学習成果の発信を行う。作

成されたパンフレットに基づき，この旅はとても魅

力があるという点を強調して PR する。発表の際には，

音声や映像等も加え，日本の民謡を流すことを条件

とし，全国の民謡を共有できるようにする。 

 

 

表４ 単元計画「日本の民謡を探ろう」 

 方法 時間 教育活動の展開 指導の手立て 

１ 

つ 

か 

む 

 

① 

 

 

 

 

② 

 

③ 

 

 

③ 

 

第１時 

 

 

 

 

第２時 

 

第３時 

 

 

第４～５時 

第４学年の音楽「日本の音楽に親しもう」の振り返りを行っ

た後，グループ編成をし，担当する地域を分担する。 

・４年生のときに日本の民謡について学んだな。 

 他の民謡にも同じような特徴がみられるのかな。 

・もっと日本の民謡について知りたいな。 

担当する地域にどのような民謡があるかを調べる。 

・どんな民謡があるのかな。 

担当する民謡の音楽的特徴（八木節様式 or 追分様式）につ

いて分析する。 

・民謡にはどのような音楽的な特徴があるのかな。 

担当する民謡の歌詞の特徴について分析する。 

・民謡にはどのような歌詞の特徴があるのかな。 

デジタル教科書 

 

 

 

 

 

 

CD 

 

 

WEB 

２ 

追

究

す

る 

 

① 

 

② 

 

 

 

③④ 

第６時 

 

第７～９時 

 

 

 

第 10～12 時 

 

「日本の民謡を探る旅」の旅行計画を立てる。 

・「日本の民謡を探る旅」に出かけたいな。 

「日本の民謡を探る旅」の旅行計画を立てるために，情報を

集める（交通手段，宿泊先，食事先，民謡，観光等）。 

・どうやって行こうかな。どこにとまろうかな。 

・民謡を生でききたいな。おいしそうなものがいっぱい。 

「日本の民謡を探る旅」のパンフレットを作成する。 

・みんながでかけたくなるパンフレットを作成したいな。 

 

 

WEB，ガイドブック 

時刻表 

 

 

パソコン 

３ 

広

① 

 

第 13 時 

 

パンフレットを基に発表会を行うための準備を行う。 

・すてきなパンフレットができたね。 
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げ

る 

 

④ 

 

④ 

 

第 14～15 時 

 

第 16～17 時 

 

・発表会を開いて，おうちの人にみていただきたいね。 

プレゼンのリハーサルを行う。 

・わかりやすく，伝わるかな。 

授業参観の際に発表会を行う。 

・民謡のよさが伝わるといいな。 

 

パソコン 

 

パソコン 

凡例 ①：課題の設定，②:情報の収集，③:整理・分析，④:まとめ・表現 

 

おわりに 

 小学校の総合的な学習の時間における民謡学習の

モデル実践案を構築した。今後は実践を行い，その

有効性を検証していく計画である。 

 最後に「主体的・対話的で深い学び」の視点から

も考察しておきたい37。 

 第一に「主体的な学び」を実現するためには「課

題の設定」が重要となる。今回は教科である音楽の

学習の振り返りから総合的な学習の時間の学びへと

発展し，その橋渡しとして，音楽デジタル教科書を

設定した。紙の教科書とは違い，音楽デジタル教科

書では，音声や動画を加えることができる。課題を

設定する場面では体験活動が決め手と言われる。音

楽デジタル教科書を通した音楽体験をすることによ

り，「他の民謡にも同じような特徴がみられるのか

な」という問いを導き出したい。また，ポートフォ

リオを活用しながら，毎時間の学習課題の設定と振

り返りも丁寧に行い，主体的な学びを実現していく。 

 第二に「対話的な学び」を実現するために，グル

ープ学習を取り入れる。話合い活動はもちろんのこ

と，文献や WEB 等の情報と一人でじっくりと向き合

う活動も大切にしていく。 

 第三に「深い学び」を実現するために，学習の過

程において「どうしてその課題を追究してきたのか

（目的）」，「これを追究して何を明らかにしようとし

ているのか（内容）」，「どのような方法で追究するの

か（方法）」を子ども自らが自覚しながら学習を進め

る。情報の「整理・分析」の際には，「情報の吟味」

と「情報の整理の仕方」に配慮しながら，「まとめ・

表現」へとつなげていく。今回では，パンフレット

の作成や授業参観の際の発表会が該当する。 

 グループで分担することにより，子どもたちは北

は北海道，南は沖縄までの日本全国の民謡に出会う

ことになる。「２拍子の民謡が多いね」という気付き

が得られたら本実践は成功といってよい。村尾は，

日本の宴会等でしばしばみられる，ためのある手拍

子を「タゴビート（田子ピート）」と命名する38。拍

の表で打ち止めて，裏ではね上げる特徴がみられる。

大部分の日本の民謡は，まさに「タゴビート」であ

る。日本人は農耕民族であったため，農作業で培わ

れた独特の２拍子の感覚が定着してしまったことが

要因であったと推察されている。一方，第５学年の

音楽の授業では，朝鮮半島民謡の《アリラン》を学

習する。こちらは３拍子系であり，騎馬民族であっ

たことが要因として挙がる。このような音楽的な気

付きが膨らみ，「アジアの民謡についても知りたい

な」という思いへと発展できることを願っている。 

 

 

 

付記 

本研究は，JSPS 科研費 JP17K04785 の助成を受けたも

のです。 
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